
　工学部及び薬学部では、社会的に通用する基礎学力の要をなす情報リテラシー習得に向けて、学
生全員のノートパソコン所持を前提として教育を行っています。
　すなわち、直接的な情報教育としてのコンピュータ関連の講義・演習のみならず、専門科目の実
験・実習においても、レポートの作成・提出やプレゼンテーションなど、さまざまな場面でのノー
トパソコン使用機会を設け、大学生活を通して実践力・技術力が身に付くように指導しています。

ノートパソコン所持はしたがって必須と言えますので、下記要件を満たすノートパソコンを 4 月
下旬までに用意してください。
　後の文章で、斡旋パソコンを紹介していますが、既に必要な機能を有しているノートパソコンを
保有している場合や、より高性能のノートパソコンを希望する場合は、斡旋パソコンを購入する必
要はありません。

◎2026年度入学者向けノートパソコンに必要な機能

　なお、ノートパソコンの機種選定に不慣れな方向けに、下記基準で選定した斡旋パソコン販売業
者を紹介しています。

◎斡旋パソコン選定基準
・入門機として適切であること。
・経済的合理性があること。
・講義・演習等で使用する機能を満たしていること。

    ノートパソコンの携帯

　上記要件を満たすノートパソコンをすでに所持している場合や、上記要件を満たす他機種を自分
で選定する場合は、斡旋パソコン取り扱い業者を利用する必要はありません。
　なお、斡旋パソコンの詳細については、この入学のしおりに同封されている関係書類を見てくだ
さい。
　内容をよく確認したうえで、斡旋パソコンの購入を希望する場合には、関係書類の一つとして同
封する「申込用紙」に必要事項を記入して申し込んでください。



ノートパソコンについて（よくある質問）

Q1.　斡旋パソコンの購入は必須ですか？
A1.　必須ではありません。「◎2026年度入学者向けノートパソコンに必要な機能」で定めた機能

を満たすノートパソコンを既に保有している方や、より高性能のノートパソコンの購入を希
望する方は、斡旋パソコンを購入する必要はありません。

Q2.　斡旋パソコンの販売はどのような方を対象としていますか？
A2.　ノートパソコンの機種選定に不慣れな方を対象としています。どの機種を選べばよいか分か

らない方や、入学までにノートパソコンを選ぶ時間的なゆとりがない方は、斡旋パソコンを
購入候補としてください。

Q3.　Windows 以外（例：macOS , Google ChromeOS）のパソコンは使用できますか？
A3.　授業ではWindows 11のパソコン利用を前提として説明します。別途仮想PCでWindowsを稼

働する等、受講の際に問題ない場合は、Windows 以外（例：macOS , Google ChromeOS）の
パソコンを利用しても構いません。なお、OSがWindows以外の場合、学内の一部サービス
やソフトウェアの利用が制限されることがあります。


